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2023年（令和 5年）

5 13月 日
（土曜日）

　
県
鳶
・
土
木
工
業
会
（
鈴
木
洋
治
会
長
＝
写
真
右
）
は

７
日
、
２
０
２
３
年
度
通
常
総
会
を
水
戸
市
の
フ
ェ
リ

ヴ
ェ
ー
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
で
挙
行
し
た
。
22
年
度
の
事
業

報
告
や
23
年
度
の
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
を
審
議
。

全
議
案
が
拍
手
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。
午
後
か
ら
は
会

場
を
移
し
て
３
年
ぶ
り
と
な
る
懇
親
会
を
実
施
。
多
数
の

来
賓
と
と
も
に
懇
談
し
親
睦
を
深
め
た
。

　
冒
頭
、
参
加
者
全
員
で
物
故

者
に
対
す
る
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
鈴
木
会

長
は
「
建
設
業
界
で
は
職
人
の

　
弊
紙
・
建
設
未
来
通
信
社

（
小
泉
孝
司
代
表
取
締
役
＝
写

真
）
主
催
の
２
０
２
３
年
第
１

回
セ
ミ
ナ
ー
が
11
日
、ホ
テ
ル・

レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
で
開
催
さ

れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
へ
～
企
業

が
取
り
組
む
未
来
へ
の
移
行
戦

略
～
」
で
大
成
建
設
㈱
サ
ス

テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
推
進
本

部
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
企
画

部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
室
長

の
岩
崎
広
江
氏
、
日
特
建
設
㈱

技
術
開
発
本
部
技
術
セ
ン
タ
ー

法
面
技
術
開
発
部
長
の
窪
塚
大

輔
氏
が
講
師
と
な
り
、
解
説
を

行
っ
た
。

高
齢
化
や
人
材
の
不
足
、
労
働

環
境
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
や
週
休
二
日
制
な

ど
の
取
り
組
み
が
国
を
挙
げ
て

進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
解
決
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

時
代
に
対
応
し
て
い
く
と
と
も

に
、
皆
さ
ま
に
は
組
合
の
発
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
長
年
の
功
労
を
た
た

え
て
軍
司
和
善
氏
、
野
本
市
郎

氏
、池
延
敏
男
氏
を
表
彰
し
た
。

　
そ
の
後
は
議
長
に
反
町
雅
幸

副
会
長
、
副
議
長
に
野
本
市
郎

副
会
長
を
選
出
し
て
事
業
計
画

案
な
ど
の
議
案
を
審
議
。
全
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。
議
案

審
議
終
了
後
、
同
会
の
顧
問
に

　
当
日
は
県
内
外
の
企
業
や
県

土
木
部
本
課
、
出
先
機
関
、
関

係
団
体
職
員
な
ど
約
１
０
０
人

が
参
加
し
た
。

員
は
「
経
済
の
再

生
、
成
長
に
向

か
っ
て
頑
張
っ

て
ま
い
る
」、
国

光
衆
議
院
議
員
は

「
半
纏
を
い
た
だ

き
、
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
。
諸
先

輩
方
と
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
っ
て
ま

い
り
た
い
」
と
述

べ
た
。

　
続
い
て
、
県
議

会
議
員
４
人
が
壇

上
に
立
ち
あ
い
さ
つ
。
川
津
隆

県
議
会
議
員
は
「
伝
統
あ
る
皆

さ
ま
に
は
産
業
を
引
っ
張
る
と

　
水
戸
市
は
妻
里
小
学
校
校
舎

の
長
寿
命
化
改
良
工
事
を
実
施

す
る
た
め
、
本
年
度
は
実
施
設

計
や
地
質
調
査
を
実
施
す
る
。

当
初
予
算
に
は
事
業
費
３
５
２

０
万
円
を
計
上
。
秋
ご
ろ
ま
で

に
は
指
名
競
争
入
札
で
発
注
す

る
見
通
し
だ
。

　
妻
里
小
の
校
舎
は
１
９
７
１

～
81
年
に
建
設
。
71
年
建
築
の

校
舎
（
普
通
教
室
棟
）
の
規
模

は
、
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
延
床
面

積
９
６
５
㎡
、
78
年
建
築
の
校

舎
（
普
通
教
室
棟
）
は
Ｒ
Ｃ
３

階
建
て
延
床
面
積
５
３
２
㎡
、

　
中
央
公
民
館
の
施
設
規
模
は

Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
延
べ
床
２
８

１
３
・
３
８
㎡
。
１
９
８
０
年

の
竣
工
。
１
階
に
は
事
務
室
、

ホ
ー
ル
兼
ロ
ビ
ー
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。２
階
に
は
学
習
室（
３

室
）、
和
室
（
２
室
）、
茶
室
、

美
術
室
、
調
理
室
が
あ
り
、
３

階
に
は
集
会
室
、
会
議
室
（
２

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
大
竹
真

貴
県
産
業
戦
略
部
長
（
写
真
中

央
）
が
「
県
と
し
て
、
人
材
育

成
や
外
国
人
材
の
活
用
、
賃
上

げ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

皆
さ
ま
に
も
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」と
述
べ
た
。

　
続
い
て
衆
議
院
議
員
５
人
が

登
壇
。
代
表
し
て
額
賀
福
志
郎

衆
議
院
議
員
が
「
こ
れ
か
ら
日

本
経
済
の
反
転
攻
勢
が
必
要
と

な
る
。
皆
さ
ま
に
は
前
を
向
い

て
人
材
確
保
や
技
術
革
新
に
ご

で
、
な
ん
と
な
く
分
か
っ
て
い

て
そ
れ
と
な
く
理
解
し
て
き
た

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
だ

が
、
本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
を
聞
い

た
の
ち
、
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー

ジ
が
確
信
に
変
わ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
」
あ
い
さ
つ
。

　
セ
ミ
ナ
ー
第
１
部
で
は
岩
崎

氏
が
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
説
明
。
Ｃ
Ｏ

に
な
っ
て
お
り
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
る
。
皆
さ
ま
方
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
県
の
も
の
づ
く
り
に

貢
献
し
て
ま
い
る
」
と
決
意
を

示
し
た
。

　
関
東
鳶
工
業
連
合
会
の
杉
山

英
夫
会
長
（
写
真
左
）
は
「
わ

れ
わ
れ
専
門
工
事
業
は
建
築
資

材
の
高
騰
や
職
人
不
足
な
ど
の

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
皆
さ

ま
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

乗
り
越
え
て
ま
い
る
」と
祝
辞
。

　
そ
の
後
は
寺
本
信
男
相
談
役

の
発
声
で
乾
杯
。
和
や
か
に
歓

談
し
た
。

で
屋
根
・
屋
上
や
外
壁
な
ど
が

劣
化
し
て
い
る
。

　
事
業
に
は
国
の
補
助
金
の
活

用
を
想
定
し
て
お
り
、
現
時
点

で
は
着
工
時
期
は
未
定
。
本
年

度
に
計
画
し
て
い
る
寿
小
学
校

長
寿
命
化
改
良
事
業
の
よ
う

に
、
先
行
工
事
を
実
施
す
る
可

　
関
東
道
路
㈱
（
筑
西
市
、
武
藤
正
浩
代
表
取
締
役
＝
写
真
中

央
右
）
は
10
日
、子
ど
も
た
ち
の
教
育
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、

筑
西
市
へ
寄
付
金
１
０
０
万
円
を
贈
呈
し
た
。
市
長
応
接
室
を

訪
ね
た
武
藤
代
表
取
締
役
は
須
藤
茂
市
長
（
写
真
中
央
左
）
に

目
録
を
手
渡
し
た
。

　
武
藤
代
表
取
締
役
は
「
子
ど
も
は
宝
で
あ
り
、
教
育
に
役
立

て
て
ほ
し
い
。
地
域
社
会
に
貢
献
、
還
元
す
る
た
め
に
寄
付
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
須
藤
市
長
は「
貴
重
な
浄
財
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
。

子
ど
も
た
ち
が
読
む
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
学
校
図
書
購
入

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
同
社
は
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
毎
年
筑
西
市

へ
の
寄
付
を
続
け
て
お
り
、
今
年
で
13
回
目
と
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
市
で
は
大
型
テ
レ
ビ
や
複
写
機
な
ど
小
中
学
校
の

備
品
購
入
に
活
用
し
、
教
育
振
興
の
た
め
に
役
立
て
て
い
る
。

　
筑
西
市
は
、
自
治
体
が
維
持

管
理
す
る
集
会
施
設
の
修
繕
工

事
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
。
受
付
期
間
は
８
月
１
日

か
ら
９
月
１
日
ま
で
。
補
助
金

が
見
ら
れ
る
た
め
改
修
を
実
施

す
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
敷
地
内
の
路
面

に
つ
い
て
も
、
必
要
が
あ
れ
ば

橋
は
小
舟
川
に
架
か
る
橋
で
、

橋
の
長
さ
は
22
ｍ
、
幅
員
は

３
・
６
ｍ
。
松
木
平
橋
は
、
市

内
を
流
れ
る
久
隆
川
に
架
か
る

橋
で
、
橋
の
長
さ
は
10
ｍ
、
幅

員
は
４
ｍ
。
清
水
橋
と
松
木
平

橋
の
架
設
年
は
、
両
橋
と
も
不

明
と
の
こ
と
。

　
橋
の
長
寿
命
化
の
た
め
に
補

修
工
事
を
行
う
。工
事
内
容
は
、

全
て
の
橋
で
塗
装
塗
替
工
を
行

う
予
定
で
、
そ
の
ほ
か
に
田
中

橋
は
橋
面
舗
装
工
、
清
水
橋
は

木
床
版
取
替
工
、
松
木
平
橋
は

覆
工
板
取
替
工
を
実
施
す
る
予

定
。

　
な
お
工
事
期
間
中
は
、
橋
を

通
行
止
め
に
し
て
工
事
を
実
施

す
る
予
定
。

度
は
20
ｍ
区
間
の
発
注
を
予
定

し
て
お
り
、
７
～
９
月
に
一
般

競
争
入
札
で
公
告
予
定
だ
。

　
鹿
島
灘
海
浜
公
園
は
県
の
海

岸
線
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し

て
お
り
、
全
体
面
積
は
27 

ha
。

ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
は
雄
大
な
景

色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
め
る
木
道
だ

が
、
経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
見

ら
れ
る
た
め
更
新
す
る
。
更
新

後
は
よ
り
長
く
使
用
で
き
る
よ

う
、
材
質
を
木
か
ら
変
更
す
る

予
定
だ
。
予
定
工
期
は
６
カ
月

を
見
込
む
。

　
工
事
に
つ
い
て
は
観
光
シ
ー

ズ
ン
の
夏
場
は
避
け
て
行
う
可

能
性
も
あ
る
と
の
こ
と
。

上
の
事
業
を
対
象
と
す
る
。
新

築
、
改
築
、
増
築
な
ど
は
対
象

外
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　
申
請
書
類
等
の
提
出
・
問
い

合
わ
せ
先
は
市
民
協
働
課
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
２
９
６

－

23

－

１
６
０

０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
６

－

23

－

１
６
０
２
）
ま
で
。

　
県
南
水
道
企
業
団
の
新
た
な

企
業
長
に
根
本
洋
治
牛
久
市
長

（
写
真
）
が
就
任
し
た
。
互
選

に
よ
り
決
定
。

　
副
企
業
長
は
佐
々
木
喜
章
利

根
町
長
、萩
原
勇
龍
ケ
崎
市
長
、

中
村
修
取
手
市
長
。

就
任
し
た
国
光
文
乃
衆
議
院
議

員
議
員
と
瀬
谷
幸
伸
県
議
会
議

員
へ
半
纏
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
冒
頭
に
土
浦

鳶
職
組
合
に
よ
る
祝
い
木
遣
り

が
披
露
さ
れ
た
。

　
鈴
木
会
長
は
「
行
政
機
関
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と
力

を
合
わ
せ
て
山
積
す
る
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。
今
期
も
皆
さ
ま
方
の
ご
支

援
、
ご
指
導
を
賜
り
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て

小
泉
代
表
取
締
役
が
「
本
日
の

テ
ー
マ
は
『
脱
炭
素
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
』。
こ
れ
ま

い
う
気
持
ち
で
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」、
伊

沢
勝
徳
県
議
会
議
員
は
「
素
晴

ら
し
い
新
年
度
を
お
迎
え
に

な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
る
」、
舘
静
馬
県
議
会
議
員

は
「
茨
城
県
の
仕
事
が
茨
城
県

の
会
社
に
適
正
な
価
格
で
受
注

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」、
瀬
谷
県

議
会
議
員
は
「
皆
さ
ま
方
か
ら

学
び
な
が
ら
と
も
に
歩
ん
で
ま

い
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
県
職
業
能
力
開
発
協
会
の
長

谷
川
修
平
会
長
は
「
技
能
検
定

や
技
能
実
習
生
の
検
定
に
つ
い

て
も
皆
さ
ま
方
に
大
変
お
世
話

81
年
建
築
の
校
舎
（
特
別
教
室

棟
）
は
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
延
床

面
積
２
０
０
０
㎡
。

　
普
通
教
室
棟
２
棟
の
劣
化
状

況
評
価
に
よ
る
健
全
度
は
40

点
。
広
範
囲
で
劣
化
が
進
ん
で

い
る
。
特
別
教
室
棟
は
新
耐
震

基
準
で
建
設
。
健
全
度
は
62
点

室
）、
視
聴
覚
室
が
配
備
さ
れ

て
い
る
。

　
想
定
さ
れ
る
工
事
内
容
と
し

て
は
、
屋
上
防
水
改
修
や
、
電

気
設
備
（
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
）
の

改
修
。
ま
た
、
空
調
設
備
、
換

気
設
備
、
給
排
水
設
備
の
改
修

も
行
う
予
定
。
さ
ら
に
、
既
存

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
経
年
劣
化

努
力
い
た
だ
き
た
い
」と
祝
辞
。

　
葉
梨
康
弘
衆
議
院
議
員
は

「
皆
さ
ま
は
雨
天
の
友
。
前
を

向
い
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」、
田
所
嘉
徳
衆
議
院
議
員

は
「
皆
さ
ま
の
力
で
地
域
や
日

本
の
活
力
の
た
め
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」、
石
川
昭
政
衆
議
院
議

　
阿
見
町
は
中
央
公
民
館
（
若

栗
１
８
８
６

－

１
）
の
大
規
模

改
修
工
事
を
計
画
し
て
お
り
、

本
年
度
は
設
計
を
策
定
す
る
。

経
年
劣
化
に
対
応
す
る
た
め
、

全
面
的
な
改
修
を
行
う
予
定
。

工
事
は
予
算
が
付
け
ば
２
０
２

４
年
度
に
実
施
す
る
見
通
し

だ
。

２
排
出
量
を
大
幅
削
減
す
る

環
境
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
開

発
や
意
匠
性
の
高
い
ガ
ラ
ス

一
体
型
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
紹
介
。
仮
設
作
業
事
務
所

の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
、
建
設
副
産
物

巡
回
回
収
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

建
材
資
源
循
環
の
促
進
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
第
２
部
で
は
窪
塚
氏
が
、

専
門
工
事
会
社
が
取
り
組
む

持
続
可
能
な
環
境
配
慮
技
術

の
開
発
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　
常
陸
大
宮
市
は
、
市
内
に
あ

る
３
橋
の
補
修
工
事
を
計
画
し

て
い
る
。
補
修
工
事
を
実
施
す

る
の
は
、
田
中
橋
・
清
水
橋
・

松
木
平
橋
。
工
期
は
い
ず
れ
も

約
５
カ
月
間
を
想
定
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
第
２
四
半
期
に

一
般
競
争
入
札
で
の
発
注
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
田
中
橋
は
、
諸
沢
地
内
を
流

れ
る
川
に
架
か
る
橋
。
橋
の
長

さ
は
24・５
ｍ
、
幅
員
は
３
ｍ
。

架
設
年
は
１
９
７
３
年
。
清
水

能
性
も
あ
る
よ
う
だ
。
寿
小
の

先
行
工
事
の
概
要
は
、
キ
ュ
ー

ビ
ク
ル
・
受
水
槽
更
新
、
プ
ー

ル
解
体
、
駐
車
場
整
備
。
詳
細

は
実
施
設
計
で
詰
め
て
い
く
。

　
県
鉾
田
工
事
事
務
所
は
鹿
島

灘
海
浜
公
園
（
鉾
田
市
大
竹
３

９
０
）
の
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
更

新
工
事
を
進
め
て
い
る
。
本
年

額
は
、
補
助
対
象
経
費
の
４
分

の
３
（
上
限
額
３
０
０
万
円
）

と
し
て
い
る
。

　
市
内
施
工
業
者
と
契
約
し
て

行
う
、
修
繕
工
事
費
20
万
円
以

改
修
を
行
う
考
え
。

　
な
お
、
設
計
業
務
の
事
業
者

は
５
月
30
日
に
指
名
競
争
入
札

を
執
行
し
て
選
定
す
る
。

新聞がもっと身近に…。
建設未来「電子版」メールとWebで無料配信
マルチメディア＆マルチプラットホーム

自宅や外出先などから知りたい情報が、
いつでも、どこにいても PCやタブレット、
スマホから自由に読める !!

▲筑西市へ寄付金100万円を贈呈した

ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク

20
ｍ
を
更
新
工
事

県
鉾
田
工
事
／
海
浜
公
園

発
注
は
第
２
四
半
期
見
込
み

市
内
３
橋
の
補
修
工
事

常陸大宮市

秋
ま
で
に
実
施
設
計
発
注

本
年
度
は
設
計
、24
年
度
に　
　

も

着
工

妻
里
小
校
舎
を
長
寿
命
化

中
央
公
民
館
を
大
改
修

水戸市

阿見町

県鳶・土木工業会

定
時
総
会 

３
年
ぶ
り
懇
親
会
も
開
催

業
界
の
課
題
解
決
向
け
努
力

弊紙・主催

セ
ミ
ナ
ー

開
　
　
催

大
成
、日
特
建
設
か
ら
講
師

脱
炭
素
へ
技
術
開
発
披
露

関東道路㈱

学
校
図
書
購
入
に
活
用

筑
西
市
に
100
万
の
教
育
支
援

13　
回
目

地
域
貢
献

筑
西
市 

８
月
１
日
か
ら
受
付

集
会
施
設
の
修
繕
補
助

根
本
牛
久
市
長
が

新
企
業
長
に
就
任

県
南
水
道
企
業
団

▲講師の窪塚大輔氏 ▲講師の岩崎広江氏


